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2５ 

漁
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
に
つ
い
て
、
筆
者
は
静
岡
県
焼
津
の
鰹
漁
業
を
対
象
と
し
て
こ
れ
ま
で
若
干
の
作
業
を
試
み
て
き

（
一
）

（一一）

た
。
今
回
は
鰹
漁
業
の
出
資
・
漁
拐
・
利
益
配
分
等
の
組
織
で
あ
る
船
中
と
同
族
の
問
題
に
関
す
る
従
前
の
報
文
に
基
ず
い
て
、
一
つ

の
仮
説
を
立
て
て
染
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
族
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
は
血
縁
関
係
か
ら
考
え
る
む
き
が
多
か
っ
た

静
岡
県
焼
津
に
お
け
る

鰹
漁
業
の
出
資
漁
携
組
織
と
同
族

序
五四三二 目
次出
資
組
織

漁
扮
組
織

船
中
と
同
族

漁
業
と
同
族
の
問
題

序
大
崎

兇
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鎚
騨
州
嬬
繍
雛
諏
墹
濯
津
敲
嚇
辮
議
盗
難
》
鰍
謡
鰯
駈
雛
餓
讃
灘
鮮
噸
鴻
鰄

を
寄
せ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
筆
者
は
こ
の
問
題
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、
一
般
的
に
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
血
縁
関
係
が
な
か
な
か
見
出
さ

れ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
は
筆
者
の
調
査
の
不
足
と
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
あ
え
て
血
縁
関
係
的
視
点
か
ら
な
る

一
般
的
見
解
を
離
れ
、
経
済
基
盤
的
視
点
よ
り
な
る
別
角
度
か
ら
試
ふ
た
仮
説
が
本
稿
で
あ
る
。
考
察
の
対
象
と
し
た
事
例
は
、
お
も

に
久
次
郎
舟
（
の
ち
富
久
丸
と
改
称
）
船
中
で
一
部
に
上
三
舟
（
の
ち
東
洋
丸
と
改
称
）
船
中
の
ケ
ー
ス
を
使
用
し
た
。

注

（
一
）
拙
縞
「
静
岡
県
焼
津
に
お
け
る
産
業
資
本
形
成
期
の
水
産
金
融
」
人
文
学
会
紀
要
第
一
四
号
昭
和
五
七
年
一
○
九
’
一
二
六

拙
稿
「
静
鬮
県
鍵
津
艇
籟
け
る
産
業
資
本
形
成
期
の
鰹
臘
蘂
漁
撹
組
織
ｌ
大
戦
前
の
或
る
経
営
事
例
か
ら
の
考
察
ｌ
」
人
文
学
会

紀
要
第
一
七
号
昭
和
六
○
年
八
七
’
一
○
五
頁
。

拙
稿
「
静
岡
県
焼
津
に
お
け
る
鰹
漁
業
の
発
達
と
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
」
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
第
五
五
号
社
会
科
学
編

昭
和
六
○
年
二
九
’
五
七
頁
。

拙
稿
「
明
治
大
正
昭
和
初
期
に
お
け
る
静
岡
県
焼
津
の
鰹
漁
扮
組
織
」
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
第
五
九
号
社
会
科
学
編
昭
和
六

一
年
九
五
’
二
一
一
八
頁
。

拙
稿
「
明
治
大
正
期
の
静
岡
県
焼
津
に
け
る
鰹
漁
業
経
営
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
第
六
三
号
社
会
科
学
編
昭
和
六

一
一
年
六
七
ｌ
一
○
六
頁
。

’
四
八
頁
。

拠
摘
「
縢
鬮
県
焼
津
に
お
け
る
鰹
臘
蘂
の
資
本
形
成
過
程
と
漁
鋳
組
織
ｌ
大
戦
繭
に
鑑
け
る
或
る
経
営
事
例
に
つ
い
て
の
考
察

ｌ
」
人
文
学
会
紀
要
第
一
五
号
昭
和
五
八
年
九
九
’
一
三
四
頁
・

拙
稿
「
近
世
末
期
駿
州
焼
津
の
鰹
漁
業
組
織
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
第
五
一
号
社
会
科
学
編
昭
和
五
九
年
一
一
三

頁
。
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2７ 

焼
津
に
お
け
る
鰹
漁
船
へ
の
出
資
状
況
を
久
次
郎
舟
（
富
久
丸
）
の
場
合
に
つ
い
て
象
よ
う
。
明
治
二
十
年
の
久
次
郎
舟
建
造
費
の

金
額
は
不
明
だ
が
、
そ
の
資
金
は
久
次
郎
舟
船
中
内
部
で
ま
か
な
わ
れ
、
総
額
の
四
割
を
船
元
近
藤
久
蔵
が
、
残
り
を
船
中
船
方
が
負

（
一
）

担
し
た
（
第
一
表
）
。
そ
の
後
明
治
末
期
の
漁
船
動
力
化
に
際
し
て
は
、
外
部
の
出
資
法
人
か
ら
投
資
が
な
さ
れ
、
こ
の
場
合
法
人
は

「
其
所
属
船
ヲ
建
造
ス
ル
ー
ー
当
り
船
価
資
金
ヲ
船
元
ヲ
中
心
ト
ス
ル
乗
組
船
員
等
卜
共
同
二
出
資
ス
、
其
ノ
出
資
率
〈
一
定
ナ
ラ
ズ
、

普
通
〈
半
額
宛
ナ
ル
モ
七
一
一
一
・
六
四
ノ
割
合
ノ
モ
ノ
モ
ア
リ
其
ノ
軌
ヲ
一
一
一
セ
ズ
」
も
、
「
船
元
〈
総
テ
乗
組
船
員
中
二
於
テ
最
モ
多

（一‐一）

額
ノ
出
資
者
」
で
あ
っ
た
。
か
く
て
船
中
に
よ
る
出
資
比
率
は
相
対
的
に
低
下
し
た
が
、
船
中
出
資
分
を
船
一
工
・
船
方
に
よ
っ
て
共
同

で
負
担
す
る
方
式
は
継
承
さ
れ
た
。

久
次
郎
舟
船
中
が
明
治
四
十
一
年
に
建
造
し
た
初
め
て
の
動
力
船
富
久
丸
は
、
建
造
喪
三
、
八
六
四
円
を
出
資
法
人
東
海
遠
洋
漁
業

株
式
会
社
と
船
中
と
で
五
割
宛
負
担
し
た
が
、
船
中
負
担
分
の
出
資
者
の
内
訳
は
詳
か
に
し
え
な
い
。
本
船
中
は
そ
の
後
大
正
元
年

に
、
代
船
第
一
富
久
を
建
造
す
る
が
、
そ
の
際
の
建
造
費
七
、
一
○
八
円
は
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
と
船
中
が
半
額
宛
負
担
し
た
。

さ
ら
に
大
正
十
三
年
に
代
船
第
一
富
久
丸
を
建
造
、
そ
の
費
用
四
六
、
○
○
○
円
は
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
四
割
、
船
中
六
割
の
負

担
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
八
年
に
代
船
第
五
富
久
九
を
七
九
、
○
○
○
円
で
建
造
、
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
と
船
中
が
半
額
宛
負

担
し
た
。
一
方
大
正
十
一
年
に
は
も
う
一
隻
第
二
富
久
丸
を
建
造
し
て
船
中
は
二
隻
の
鰹
船
を
経
営
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
建
造
費
二

二
、
四
四
八
円
は
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
と
船
中
で
半
額
宛
負
担
し
、
昭
和
四
年
に
は
代
船
第
三
富
久
丸
を
建
造
、
そ
の
費
用
四

○
、
’
一
一
八
四
円
は
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
四
割
、
船
中
が
六
割
を
負
担
し
た
。
こ
の
時
に
船
中
出
資
額
の
う
ち
の
三
分
の
―
す
な
わ

／戸、〆■、グー、

四三．ニニ
、-ノ、=〆ミーノ

前
掲
（
一
）
の
う
ち
末
尾
の
二
編
。

有
賀
喜
左
衛
門
「
共
同
体
と
家
」
村
落
社
会
研
究
会
年
報
Ⅲ

中
根
千
枝
「
日
本
同
族
榊
造
の
分
析
」
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要

二
出
資
組
織

昭
和
三
一
年
二
一
’
四
九
頁
。

第
二
八
冊
昭
和
三
七
年
一
一
一
一
三
’
一
六
七
頁
。
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2８ 
第
一
表
霞
久
丸
船
中
船
方
持
分
個
人
別
出
費
口
数

第
一
表
つ
づ
き

彦右衛門九 文吉舟 吉兵衛丸 所属小舟

田中友蔵
￣ 

増田彦右衛門直吉・房吉飽雄 西川文吉・文七西川梅吉中野梅吉 小林善右衛門小休万吉 小林金右衛門・友吉与右衛門
梅

|:’ 
七Ｉ

増

田

吉

:|爵
出資者名

２２０２６５８１０２３４ 

２２０４６８１０２３４ 
２２０４６８１０２３４ 

1２１４４１４６ 

1２１４４１４６ 

別鋼姐

４，以治：……治治………・・…和……・和
明明明

昭昭
久次郎舟 太郎丸 所属小舟

訂

吉

増

田

七

Ⅲ郎

|平
● 

常

吉 鈴木佐七 清水平次郎・作次平太郎・金一璽吉三平

近近増増山

iiii醸
右久
衛作
門．
● 

春作

田

浅

右

衛

本

田与

作

銀・

久

吉次門蔵一

山

本一一太

万

幻圭ロ七太一郎 出資者名
４４５１０５２２０ 

４３５５１０５２２０ 
４３５５１０５２２０ 

９１１６１０１１１１１１１２４６８ 

６１４５６５１１１１１１１２４６８ 

２ ０ 

２２ ８９ 

４皿治：………治治…：……和…・…和
明

明明

昭昭
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2９ 

第
一
表
つ
づ
き

第
一
表
つ
づ
き

所属小舟

増田半平伊左衛門
彦「 洞水利右術門・兼吉

｜和

巻

１１ 小石滑七長谷川熊右術門 近藤新
蔵久七 清水善右衛門 村松安之肋・安吉松次郎・好 近藤伊平次 出資者名

４６８１０１０１２8５２ 

４６８１０１０１２８５ 
４６８１０１０１２８５ 

８９１６４１３６２４１４１２ 

８９１６４１３６２４１４１２ 

０ 

８９ 

４皿

２ 

２２ 

治・…・……・治治：………・和：…・和
明

明明

昭昭
所属小舟

松永与吉斉藤政雄鷲野長吉近藤勝雄芹沢音吉・伊之助芹沢銀作増田友｜地田直吉・房吉鈴木半蔵 TＩ _|： 

￣ 

￣ 

jil 

＝＝＝＝＝＝ 

秋

1１ 吉 武政勝蔵 出資者名

６１４６７２８１７１０１０１１１２１２１４１０ 

６１４６７１６１０１０１１６６１２１２１４１０ 

1４ 

1４ 

１４ 

４Ｍ 

０ 

８９ 

２ 

２２ 

治…麺…》…・治治……・・・…和・…・・和
明

明明

昭昭
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3０ 

「
明
治
二
十
年
鰹
船
中
間
覚
根
」
「
昭
和
四
年
寓
久
九
乗
且
出
宜
名
簿
」
（
近
函
久
一
郎
氏
蔵
）
よ
り
作
成
（
三
）

第
一
表
つ
づ
き

ち
全
体
の
一
一
割
を
船
元
が
、
船
中
出
資
額
の
う
ち
三
分
の
一
一
す
な

わ
ち
全
体
の
四
割
を
船
中
船
方
が
出
資
し
た
。

か
く
て
昭
和
四
年
に
船
中
船
方
は
第
一
富
久
丸
と
第
三
富
久
丸

の
そ
れ
ぞ
れ
四
割
宛
を
出
資
し
て
い
た
が
、
出
資
の
個
人
別
内
訳

は
第
一
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
る
と
概
し
て
船
中
船

方
の
出
資
者
は
世
帯
主
か
ら
相
続
者
へ
と
継
承
さ
れ
、
ま
た
世
帯

内
の
子
供
達
の
間
に
持
株
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
船
中
に
よ

る
漁
船
共
有
時
代
に
比
べ
て
漁
船
動
力
化
後
の
出
資
法
人
と
の
共

同
出
資
時
代
に
は
、
船
中
の
出
資
比
率
は
相
対
的
に
低
下
し
た
が

一
方
で
は
建
造
費
が
膨
張
し
た
た
め
に
船
中
船
方
の
出
資
金
額
も

ま
た
大
き
く
な
り
、
出
資
者
の
範
囲
は
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
点

は
焼
津
に
お
け
る
他
の
船
中
、
例
え
ば
す
で
に
報
じ
た
上
三
舟

（一一一）

（
東
洋
丸
）
の
場
合
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
慶
え
る
。

注

（
己
拙
稿
「
静
岡
県
焼
津
に
お
け
る
鰹
漁
業
の
発
達
と
東
海
遠

洋
漁
業
株
式
会
社
」
法
政
大
学
教
護
部
紀
要
第
五
五
号
社
会

科
学
編
昭
和
六
○
年
二
九
’
五
七
頁
。

（
二
）
焼
津
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
「
経
営
事
例
」
昭
和
九
年
三

七
’
四
○
頁
。

（
三
）
拙
積
「
静
岡
県
焼
津
に
お
け
る
鰹
漁
業
の
資
本
形
成
過
程

所属小舟

近増梅杉斉墹松

藤田原

元藤

本藤田村
澗松

三友松太

吉一弘郎吉蔵郎 村松惣一政次

鈴岩平石鈴

崎

木本田世木

芳政澗W`兼
省

郎一一三吉

出資者名

２２２２２４４４４１０６６６ 

1６２２２２２４４４４１０６６６ 

釦．泌羽

４叫治……・治治……・……和……・和
明明明

昭昭
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3１ 

Ｈ焔 第
二
表
富
久
丸
年
次
別
世
帯
別
乗
船
者
数

野ⅡＩ＝＝わ

H1 

r1 

L」

ｑ
－
Ｉ
ｊ
 

田増増’

中田田

友安辰

蔵吉吉 轍田彦右術門直吉ｄ一瞬吉金次郎松吉

中西西小:：
“川
文

野川吉林
● 

文
梅iiii七才

● 

吉吉證吉 寵 増田吉・兵術徳

右術万右術
門門

世帯主名
１１１ｌ１ 

ＵＬＴＬ刑上１１名１１▲１上皀１Ｊ１Ｌ１Ｌ１Ｌ１Ｌ１４１Ｌ１Ｌ１Ｌ１Ｊ１Ｌ１Ｌ６１．１上１Ｌ１Ｌ。。Ｄ白冗乙。■勺竺①■○凸、巴⑥凸ワロワ】⑥色ｎｚ１１１Ｌ－１Ｌ１Ｌ二１上１ユワ』句必⑨色⑤色⑨②⑤色ＱＪＱＵＱＵｎｄｎＤＱＪＱＪＱＪｎｄｑＪ①色⑪ニワ凸ＱＪ□Ｊｎｏ１ＬＯ凸０凸ｑＪＱＵｎｄｎｄｎ０ｏＳＯニワ』⑥色ｎｏｎｄｎｄ
１１１ 

１１１１１１１１１１１ 

１１１１１１１ １１１１１２２２２２３１２２２２２２２２２２２２２２２２２３２２２１１２１１１１１ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 

２２１１１１１１１ 

３３２３３３２２２３３３３２３２２２２２２２２１２２２２２２２２３２２３３１１ 
２２２２ 

１１ １１１１１１１ １１１１１１１１１１１１１１２３３３ １１２ 劉蛇瀦塑妬妬酊瀦溺釦瓠犯鍋鈍妬妬訂記銅如虹妃鯛“１２３４５６７８９汕皿皿旧Ｍ１２３４５
治

正

Ⅱ ｝不

明

大

昭
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3２ 
第
二
表
つ
づ
き

4０ 

近藤久蔵・久次郎鈴木佐七 清水平次郎金

重吉三平

近近増増山

:藤田田本

鱗簾門．．、

懲作衛豊久
吉次門吉一 山本万吉太七太一郎 世帯主名

１１１１１１１１１１１１１２２２２１１１１１１ １１１ １１ １１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２ 
１１１ｌｌｌ１１ｌ１ｌｌ１ｌ１ｌｌ１２２２３３３ｌ１１ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２１ 

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ １１１１１１１１１１１２２２１１１１１２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１２２２ １１１１１２２２２２２２１１２２２２２２２２２２２１２２２２２ 
１２ ｌ１ｌ１２ｌ１ｌ１ｌ １１１１１ １１１１１１１１１２２２２２２２２２２１１１２２２２２２２２２２２２２２２１２２２２ 

１１１１ 

皿犯躯別溺妬取泌羽釦別誕粥弘弱鍋訂犯鍋如⑪妃妃“１２３４５
治

正

明

大

６７８９ｍｎｍＥｕ１２３４５ 和昭
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3３ 

第
二
表
つ
づ
き

小巻武長滴滴

石

滴

田

角

蔵
● 

辰

谷

政川

熊

勝右

之衛

水

万

水
利
右

衛
右門

術
● 

雑
七助蔵門門吉

近藤新
蔵久七 近藤伊平次糟水半次郎

近

】！吉 近藤寅吉・久五郎新作安太郎 世帯主名

２２２２２２２２２２２２２２２２２２３３２２２３３３３３２２２１１１１１ １１１１１１１ １１１１１１１１ １１１１１１１１１１１１１２２２２２１２２２２１１１ ２３３３１１１２１１１１１１２２２２２１１１２２１１１ 

２２ 

１１１１１１１１１１１１１１ 
２２２ 

２２ 

３４４３ 

１１１１１１１１１１１１１１１１１１２１２２２２２２２２２２３３３３２２２２２１１ 
１１１１ １１１１１ １１１１１１１１ 

１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２３３３３４４３３２１１１１１ 
１１２２２１１１１２２２２ 

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４１２３４５６７８９ｍ、旭週皿１２３４５２２２２２２２２２３３３３３３３３３３４４４４４正
和

治明

大

昭
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3４ 
－
１
０
‐
Ｉ
．
■
’
，
 

‐
’
 

第
一
一
表
つ
づ
き

刊刷｝￣ロヨ

｢穗

＝造

一EＬｌ

霞涛惣８秋山兼吉仁左衛門

iiM1 

可：
吉 吉

芹芹増村村田八

沢

銀

沢

半

左

衛

田松

与惣

松
中
木

松庄

次
鉄
太

作門平一郎蔵郎

乙|高

渡

仲

吉’一｜郎|iiiⅡ 世帯主名

１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２ 
１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２３３３１２３ 

１１１１１１１１１ 
１ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２ 

１２２２２２２２２ 

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ １１１１１１１１１１１１１１１ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２ １１１１２２２２１２２３３２２２２２２２ 
１１１１１１１１１１１１１１１１１１ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２１１１ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ ２２３３３３３３３２２１１１２１１１１１１１１ １１１１１１１１１１１１ 皿犯瀦型妬妬町泌閲加虹犯羽弘弱妬諏犯羽如似妃⑬“１２３４５６７８９ｍｎｍ．⑬狸１２３４５

治

正

和

明

大

昭
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3５ 

第
二
表
つ
づ
き

⑥ 

鈴

木

:非
郎 吉

小野田
１ ４ 

作係．－

増村芹ﾐ村近

田松

友松

沢

音

吉
● 

伊

之

松藤

吉国

太太

．－吉助郎郎

増

河：
｣： 増田半平伊左術門彦洋一 世帯主名

２２２３３３３３３２２２１１１１１１ ２１１１１１１ １１１１ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ １１１１１１１１１１１１１１１１ Ｐ‐。
１１１１１１１１１１１１１ １１２２２２２２２２１１１１ １１１１１２２２２２２１２ ２２２２１１２２２２１２２ １１１１１１１１１１１１ １１１１１１１２２２１ １ １１１１１１１１１１１ １１１１ 

１ 皿塑瀦型泌妬訂邪羽釦孤躯鵠拠弱粥鋺犯羽如虹如姐“１２３４５６７８９ｍｕ⑫週辿１２３４５
治

正

和

明

大

昭
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3６ 
第
二
表
つ
づ
き

「
人
名
簿
控
久
次
郎
船
」
（
近
頤
久
一
郎
氏
画
）
よ
り
作
成

渡松斉近梅渡鈴

仲

謙

村
藤藤原仲木
松辰

太
伊勝

之
芳

一郎助雄弘助郎 澗水兼吉和 増田惣」斉藤政雄
￣￣ 

￣ 

岩

21-韮 鷲野長吉大石国蔵松木摺三郎 世帯主名

１１１１１１１１１１ １１１１１１１１ １１１１１１１ 
１１１ 

２２ 
１１ １１１１１ １１１１１ １１１１１ １１ １１１１ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ １１１ １１１１１ １１ １１１ １１ 皿巫泌型溺妬訂肥羽釦、躯詔弘拓妬師記釦如虹蝿妃“、２３４５６７８９，，，週ｕ１２３４５

治

和

明

大

昭
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3７ 

（
｜
）
 

近
世
か
ら
第
一
一
次
大
戦
前
ま
で
の
焼
津
の
漁
業
は
、
春
夏
秋
冬
の
四
つ
の
漁
期
か
ら
成
り
、
そ
の
う
ち
三
月
か
ら
十
月
ま
で
の
春
夏

秋
漁
は
主
力
の
鰹
漁
（
大
漁
と
ｊ
も
呼
ぶ
）
を
行
な
い
、
冬
漁
は
鮪
・
鯛
漁
（
小
漁
と
ｊ
も
呼
ぶ
）
を
営
ん
だ
。
そ
し
て
春
夏
秋
漁
は
船
中

全
員
が
鰹
船
（
大
舟
と
ｊ
も
呼
ぶ
）
に
乗
船
の
義
務
を
負
っ
た
が
、
冬
漁
は
小
集
団
に
分
れ
て
小
型
船
（
小
舟
と
Ｊ
も
呼
ぶ
）
に
乗
っ
て
操

業
し
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
久
次
郎
舟
（
富
久
丸
）
船
中
の
場
合
に
つ
い
て
ふ
よ
う
。

久
次
郎
舟
船
中
の
鰹
漁
（
大
舟
）
各
年
次
の
乗
組
員
構
成
は
第
二
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
表
中
の
数
字
は
各
世
帯
か
ら
そ
の
年
に
乗

船
し
た
人
数
を
、
上
段
の
人
名
は
世
帯
主
名
を
示
す
。
ま
た
同
一
欄
の
人
名
は
実
子
や
養
子
な
ど
そ
の
世
帯
の
後
継
者
を
、
同
一
の
枠

内
は
兄
弟
・
伯
（
叔
）
父
甥
・
従
兄
弟
な
ど
四
親
等
以
内
の
親
族
を
示
す
。
こ
の
表
に
よ
る
と
乗
組
員
は
毎
年
当
事
者
・
後
継
者
を
通

じ
て
出
入
が
少
な
く
固
定
し
て
い
て
、
同
船
へ
の
出
資
者
本
人
も
し
く
は
そ
の
世
帯
員
が
乗
船
す
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
傾
向
は
明
治

期
に
特
に
顕
著
で
あ
る
。
例
え
ば
、
明
治
二
十
一
年
に
船
中
の
乗
組
員
総
数
一
一
一
十
人
が
一
一
十
一
一
一
世
帯
一
一
十
一
家
か
ら
出
て
お
り
、
漁
船

動
力
化
直
後
の
明
治
四
十
年
に
は
総
数
三
十
八
人
が
一
一
十
七
世
帯
一
一
十
四
家
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
漁
船
の
大
型
化
。
複
船
経
営
と

と
Ｊ
ｂ
に
、
大
正
十
一
年
に
は
乗
組
員
総
数
五
十
八
人
を
四
十
世
帯
一
一
一
十
三
家
か
ら
出
し
、
昭
和
五
年
に
は
総
数
五
十
六
人
が
四
十
五
世

帯
三
十
七
家
か
ら
出
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
し
だ
い
に
乗
組
員
に
関
係
す
る
家
の
範
囲
は
広
が
っ
た
。
こ
れ
は
焼
津
の
鰹
船
が
当
初

（一一）

は
幕
藩
体
制
期
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
漁
船
共
有
体
で
あ
る
船
中
に
経
営
の
基
礎
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
こ
の
点
も

漁
船
大
型
化
お
よ
び
複
船
経
営
な
ど
に
よ
る
乗
組
員
定
員
の
増
加
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
熟
練
乗
組
員
を
出
資
者
世
帯
か
ら
だ
け
で
は
充

足
で
き
な
く
な
り
、
乗
組
員
は
広
範
に
船
中
外
か
ら
Ｊ
い
）
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
漁
船
動
力
化
に
よ
る
漁
船
建
造
費
の
膨
張
は
、
か
っ
て
の
船
中
に
よ
る
漁
船
共
有
制
か
ら
船
中
外
部
の
出
資
法
人
と
の
共
同
出

と
漁
樹
組
織
ｌ
大
戦
前
に
お
け
る
或
る
経
営
事
例
に
つ
い
て
の
考
察
Ｉ
」
人
文
学
会
紀
要
第
一
五
号
昭
和
五
八
年
九
九
ｌ
一
一
一
一
四

頁
。

三
漁
携
組
織
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3８ 
資
制
に
変
姪
媚
、
船
中
出
資
比
率
の
相
対
的
低
下
、
こ
と
に
船
中
船
方
に
よ
る
出
資
比
率
は
低
下
し
、
こ
こ
に
出
資
者
が
同
時
に
乗
組

員
で
も
あ
っ
た
従
来
の
立
場
に
事
実
上
の
乖
離
が
は
じ
ま
る
。
こ
れ
ま
で
乗
組
員
は
、
船
中
に
よ
る
漁
船
共
有
時
代
に
「
鰹
漁
船
之
義

（
四
）

銘
々
乗
組
之
者
拘
置
候
へ
共
万
一
乗
組
之
内
勝
手
二
他
之
船
江
乗
組
度
申
出
候
共
其
船
主
飼
奎
布
決
而
取
扱
申
間
敷
候
」
と
か
、
「
乗

組
之
者
濃
リ
ニ
外
船
エ
乗
組
申
間
舗
無
拠
場
合
二
相
成
候
〈
．
〈
船
子
一
同
示
談
之
上
可
致
ス
事
」
と
し
て
、
船
中
船
方
が
乗
る
船
は
慣

行
に
よ
っ
て
移
動
が
禁
じ
ら
れ
固
定
し
て
い
た
。
熟
練
し
た
乗
組
員
の
確
保
と
洋
上
労
働
に
お
け
る
人
の
和
の
維
持
が
経
営
上
欠
か
せ

な
い
条
件
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
慣
行
は
動
力
船
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
継
承
さ
れ
、
昭
和
七
年
の
協
定
に
も
「
組
合
ノ
漁
夫
〈

地
元
組
合
又
〈
固
有
船
主
及
ピ
船
元
ノ
諒
解
承
諾
ナ
ク
ン
テ
組
合
相
互
ノ
漁
船
二
乗
組
マ
セ
又
〈
一
展
入
ル
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
（
中
略
）
組

合
ノ
各
船
主
及
船
元
〈
他
船
二
乗
組
ミ
届
ル
者
ヲ
争
奪
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
ズ
（
中
略
）
組
合
間
二
於
テ
〈
乗
組
漁
夫
ノ
脱
走
者
ヲ
無
断
一
一

テ
乗
船
セ
ン
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
但
シ
此
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
（
中
略
）
固
有
船
主
又
〈
船
元
ノ
完
全
ナ
ル
承
諾
ヲ
得
ル
ヲ
要
蛋
と
あ
っ

て
、
旧
慣
は
継
承
さ
れ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
ま
た
労
働
市
場
の
拡
大
に
よ
る
熟
練
漁
夫
確
保
の
意
味
も
あ
っ
た
。

ま
た
船
中
に
よ
る
漁
船
共
有
時
代
に
は
利
益
配
当
に
際
し
て
、
直
接
漁
携
に
従
事
す
る
乗
組
船
員
だ
け
で
な
く
船
中
共
同
体
の
す
べ

て
の
樹
成
者
を
配
当
の
対
象
と
し
て
い
た
が
、
漁
船
動
力
化
後
の
出
資
法
人
と
船
中
と
の
共
同
出
資
時
代
に
も
こ
の
方
式
は
継
承
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
「
乗
組
員
〈
団
結
シ
テ
｜
ノ
団
体
ヲ
成
シ
特
別
ノ
事
情
ナ
キ
限
り
解
体
セ
ズ
、
此
ノ
佃
習
ニ
依
り
将
来
船
主
ト
ナ
ル
幼

（
七
）

年
者
二
漁
携
収
益
ノ
ー
部
ヲ
与
ヘ
テ
扶
助
シ
老
年
者
ニ
モ
相
当
ノ
収
益
ヲ
分
配
シ
敬
意
ヲ
表
」
し
、
「
従
前
各
漁
船
が
自
ラ
飼
料
鰯
ヲ

（
八
）

獲
ル
時
代
一
一
〈
老
幼
者
〈
網
船
二
乗
リ
テ
本
船
二
専
属
シ
飼
料
ヲ
狸
リ
テ
間
接
鰹
漁
業
二
従
事
」
し
、
ま
た
「
船
ノ
出
入
時
及
常
時
漁

船
ノ
雑
役
二
陸
上
二
於
テ
服
ス
」
と
い
っ
た
分
業
に
よ
る
高
齢
者
福
祉
的
側
面
や
、
「
沖
乗
船
員
一
一
シ
テ
都
合
上
体
ミ
タ
ル
モ
ノ
及
壮

年
入
営
者
子
後
備
演
習
応
召
兵
士
簡
閲
兵
点
呼
応
召
者
忌
中
休
業
者
沖
乗
船
員
業
務
上
ノ
疾
病
者
」
な
ど
の
社
会
保
障
的
側
面
、
「
幼

年
男
児
」
へ
の
育
成
資
金
的
側
面
へ
の
配
当
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
出
資
法
人
と
船
中
と
の
共
同
出
資
時
代
に
は
船
中

船
方
の
資
本
構
成
上
の
比
重
は
相
対
的
に
低
下
し
た
の
で
、
乗
組
員
以
外
の
船
中
構
成
員
へ
の
配
当
に
は
労
働
力
確
保
や
社
会
保
障
的

側
面
も
存
す
る
。
こ
の
こ
と
は
配
当
対
象
者
が
男
子
に
限
定
（
た
だ
上
雄
滞
相
続
者
と
し
て
の
男
子
を
欠
く
場
合
は
女
子
一
人
に
限
り

配
当
の
対
象
者
と
な
る
）
さ
れ
、
そ
れ
は
「
将
来
其
船
ノ
船
員
ト
ナ
ル
者
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
船
中
を
基
盤
と
し
た
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3９ 

焼
津
の
漁
業
は
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
夏
期
の
鰹
漁
（
大
漁
）
と
冬
期
の
そ
の
他
の
漁
業
（
小
漁
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
も

と
よ
り
重
要
な
の
は
鰹
漁
で
、
こ
の
漁
期
の
一
一
一
月
か
ら
九
月
ま
で
は
古
来
「
志
び
釣
漁
三
月
よ
り
九
月
迄
致
間
敷
候
事
鮫
釣
漁
右
同

慣
行
に
よ
っ
て
乗
組
員
組
織
は
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
三
）
拙
稿
「
静
岡
県
焼
津
に
お
け
る
鰹
漁
業
の
発
達
と
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
」
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
第
五
五
号
社
会
科
学
編

昭
和
六
○
年
二
九
’
五
七
頁
。

（
四
）
「
漁
方
規
定
取
極
之
事
」
嘉
永
四
年
近
藤
久
一
郎
氏
蔵
。

（
五
）
「
漁
業
約
定
証
」
北
原
吉
右
衛
門
氏
蔵
。

（
六
）
志
太
郡
内
十
一
漁
業
組
合
「
漁
船
漁
網
数
制
限
協
定
書
」
昭
和
七
年
近
藤
久
一
郎
氏
蔵
。

（
七
）
拙
稲
「
明
治
大
正
期
の
静
岡
県
焼
津
に
お
け
る
鰹
漁
業
経
営
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
教
護
部
紀
要
麓
六
三
号
社
会
科
学
編
昭
和

六
二
年
六
七
’
一
○
六
頁
。

（
八
）
焼
津
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
「
経
営
事
例
」
昭
和
九
年
三
七
’
四
○
頁
。

（
九
）
前
掲
（
八
）
。

注

（
一
）
拙
稿
「
明
治
大
正
期
の
静
岡
県
焼
津
に
お
け
る
鰹
漁
業
経
営
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
第
六
三
号
社
会
科
学
編
昭
和

六
二
年
六
七
’
一
○
六
頁
。

（
一
一
）
拙
稲
「
近
世
末
期
駿
州
焼
津
の
鰹
漁
業
組
織
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
教
護
部
紀
要
第
五
一
号
社
会
科
学
編
昭
和
五
九
年
二
三

’
四
八
頁
。

四
船
中
と
同
族
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4０ 
窟
久
丸
洋
丸
船
中
所
風
船
と
お
も
か
家
名
（
明
治
末
期
）

北
船
うじ

グー、

上

原東

吉洋三

太 九
拍．’

邸｝舟

久次
じう

－ 磯（樹久丸）
丸

近』藤
久

蔵

大船名
新

喜

丸 汐波丸 亜右術門九 Ｌ 吉．五：「郎卍訓（聾洋丸） 上三舟（東洋丸） 太郎九 文吉船（魁洋丸）
彦

右衛

門丸 吉兵術丸（地宝丸） 久次郎船（富久丸）
小

船

名

北原新吉 秋山寅太郎
秋

山

仙

蔵

鈴Ｉ鈴鈴鈴

木木木

熊弥九

木

童

太

吉七平郎

北北北

原原

音吉

原

徳

右

衛

吉蔵門

北北北北

原

吉

原

次

郎

兵

原原，

直徳

十衛吉蔵

１ 

１：本万吉 西川文吉 増田彦右衛門 増田徳右術門小林金右衛門
山清近近

水

本藤

平

与久
次

藤

忠

右

衛

作郎作門

おもな家名
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４１ 
（
一
）

断
之
事
手
繰
網
右
同
断
沖
引
一
切
致
間
敷
候
事
底
釣
漁
右
同
断
之
事
」
．
と
、
鰹
漁
業
の
期
間
中
は
他
の
漁
業
は
す
べ
て
禁
止
さ
れ
た
。

こ
れ
は
「
古
来
ヨ
リ
焼
津
〈
鰹
漁
業
ヲ
以
テ
其
ノ
最
ナ
ル
モ
ノ
ト
シ
鰹
漁
期
間
（
中
略
）
〈
必
ズ
譜
代
ノ
船
一
一
乗
組
ミ
テ
漁
業
一
一
従
事

（
一
一
）

ス
ル
義
務
ヲ
履
行
ス
」
と
い
わ
・
か
る
よ
う
に
、
全
船
中
の
乗
組
員
を
鰹
船
に
集
中
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
鰹
漁
期
間
外
即
チ

（
中
略
）
俗
―
―
云
う
小
漁
期
間
卜
称
シ
漁
夫
ニ
シ
テ
随
意
二
他
業
一
一
転
シ
或
〈
漁
夫
個
人
ガ
小
型
鰯
船
睦
船
ヲ
求
メ
テ
漁
業
ヲ
営
ム
モ

（一一一）

随
意
ト
セ
リ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
鰹
漁
業
期
間
以
外
は
各
自
の
白
］
由
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
船
中
は
大
漁
小
漁
な
ど
す
べ
て
の

漁
業
を
対
象
と
し
た
組
織
で
は
な
く
、
鰹
漁
業
の
た
め
の
組
織
で
あ
っ
た
。
し
か
し
小
漁
ｊ
も
、
ま
っ
た
く
船
中
と
無
縁
の
ｊ
も
の
で
は
な

く
、
一
つ
の
船
中
は
そ
の
船
方
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
小
船
を
も
っ
て
小
漁
を
営
む
複
数
の
小
集
団
組
織
を
包
含
し
て
い
る
。
た
と
え

（
四
）

ぱ
久
次
郎
舟
（
富
久
丸
）
船
中
と
さ
き
に
報
じ
た
上
一
一
一
舟
（
東
洋
丸
）
船
中
の
場
合
は
第
三
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
承
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
小
船
は
、
複
数
の
家
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
ま
た
乗
船
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
鰹
船
の
組
織
で
あ
る

船
中
は
、
組
織
を
構
成
す
る
家
数
ｊ
も
多
数
に
の
ぼ
り
、
各
家
汽
の
血
縁
関
係
は
現
在
本
人
達
で
Ｊ
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
お
互
い
に
漠
然
と

親
族
だ
と
い
う
意
識
で
結
ば
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
血
縁
関
係
的
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
特
に
小
船
集
団
相
互
の
関

係
が
そ
う
で
あ
る
。
船
中
は
鰹
漁
業
に
限
定
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
船
中
は
鰹
漁
業
と
い
う
よ
り
大
き
な
漁
業
を
営

む
た
め
に
、
よ
り
大
き
い
船
と
労
働
力
組
織
の
必
要
か
ら
形
成
さ
れ
た
家
の
迎
合
組
織
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
船
中
内

部
が
必
ず
し
Ｊ
も
血
縁
関
係
で
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
ｊ
も
そ
小
）
船
中
は
全
体
と
し
て
血
縁
集
団
に
よ
る
漁

（
五
）

扮
組
織
で
は
な
く
、
幕
藩
時
代
の
漁
業
制
度
（
運
上
や
漁
船
株
制
限
な
ど
）
あ
る
い
は
動
力
船
時
代
の
経
済
条
件
（
漁
船
建
造
資
金
や

労
働
力
編
成
な
ど
）
に
対
応
す
る
た
め
に
、
歴
史
的
過
程
の
中
で
形
成
さ
れ
た
経
済
活
動
を
目
的
と
す
る
家
の
連
合
組
織
で
あ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

〆、／へ

､_／ご注
一

「
漁
方
規
定
取
極
之
事
」
嘉
永
四
年
近
藤
久
一
郎
氏
蔵
。

焼
津
漁
業
組
合
「
焼
津
漁
業
組
合
概
況
」
昭
和
一
○
年
九
頁
。
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4２ 

前
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
船
中
は
年
間
を
通
じ
て
経
済
活
動
を
と
も
に
す
る
血
縁
親
族
集
団
で
は
な
く
、
鰹
漁
業
の
た
め
に
組
織
さ

れ
た
（
た
だ
し
毎
年
固
定
的
に
）
家
の
連
合
組
織
体
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
の
構
成
要
素
は
家
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
家
の
連
合
組
織

を
構
成
す
る
紐
帯
は
何
か
が
問
題
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
一
般
に
家
の
連
合
は
血
縁
関
係
に
基
ず
く
も
の
と
考
え
ら
れ
や
す
い
が
、
焼
津

の
場
合
、
各
家
斉
間
の
血
縁
関
係
は
は
っ
き
り
検
出
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
当
初
は
筆
者
の
調
査
不
足
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
当
事
者
間
に
お
い
て
も
漠
然
と
親
類
お
よ
び
別
家
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
血
縁
的
つ
な
が

り
を
立
証
し
え
な
い
場
合
が
意
外
に
多
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
血
縁
関
係
か
ら
で
は
な
く
他
の
要
素
、
す
な
わ
ち
経
済
的
条
件

（
こ
の
場
合
は
鰹
漁
業
）
を
仮
定
し
た
場
合
、
ど
ん
な
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
複
数
の
家
汽
（
小
血
縁
親
族
集
団
）
は
、
鰹
漁
業
の
発
達
と
と
も
に
幕
藩
期
に
お
け
る
運
上
制
度
や
船
株
制
限
、
さ
ら
に
は
後

の
漁
船
建
造
資
金
の
調
達
や
洋
上
労
働
力
の
編
成
の
過
程
で
連
合
の
必
要
が
生
じ
た
。
ま
た
連
合
の
必
要
性
に
は
経
済
的
側
面
の
他
に

も
単
独
の
家
で
は
得
ら
れ
な
ら
い
生
活
上
の
保
証
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
家
の
連
合
の
結
果
連
帯
意
識
や
新
た
な
血
縁
関
係
が
形

成
さ
れ
る
が
、
血
縁
関
係
は
家
連
合
内
部
の
す
べ
て
を
お
お
う
も
の
で
は
な
い
。
船
中
が
こ
の
よ
う
な
集
団
組
織
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ

（
凶
）
拙
稿
「
騰
岡
県
焼
津
に
お
け
る
鰹
漁
業
の
資
本
形
成
過
程
と
漁
祷
組
織
ｌ
大
戦
前
に
お
け
る
或
る
経
糟
事
例
に
つ
い
て
の
考
察

ｌ
」
人
文
学
会
紀
要
蕊
一
五
号
昭
和
五
八
年
九
九
’
一
三
四
頁
・

拙
積
「
瀧
岡
県
擁
律
に
お
け
る
塵
蕊
資
本
形
成
期
の
鰹
漁
蕊
漁
場
組
織
ｌ
大
戦
前
の
或
る
経
営
事
例
か
ら
の
考
察
ｌ
」
人
文
学
会

紀
要
第
一
七
号
昭
和
六
○
年
八
七
’
一
○
五
頁
。

（
五
）
拙
穂
「
近
世
末
期
駿
州
焼
津
の
鰹
漁
業
組
織
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
第
五
一
号
社
会
科
学
編
昭
和
五
九
年
二
三

’
四
八
頁
。

'■、'■、

四三
、-ﾉミーゾ

前
掲
（
二
）
。

五
漁
業
と
同
族
の
問
題
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4３ 

の
櫛
成
員
は
閉
鎖
的
な
も
の
で
は
な
く
、
血
縁
以
外
の
も
の
で
も
目
的
条
件
に
か
な
え
ば
他
か
ら
も
加
わ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
実

際
船
中
に
は
、
家
系
を
表
わ
す
姓
の
種
類
が
実
に
多
様
で
、
ま
た
血
縁
分
家
以
外
の
別
家
も
多
数
加
わ
っ
て
い
る
し
、
一
方
同
姓
で
あ

っ
て
も
血
縁
関
係
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
久
次
郎
舟
（
富
久
丸
）
船
中
の
場
合
、
船
元
で
あ
る
近
藤
家
と
同
じ
近
藤
姓
は
決

し
て
多
く
は
な
い
し
、
ま
た
上
三
舟
（
東
洋
丸
）
船
中
の
場
合
、
船
元
で
あ
る
北
原
家
と
血
関
縁
係
に
な
い
北
原
姓
も
か
な
り
存
在
す

る
。と
こ
ろ
で
家
は
家
族
の
生
活
を
保
障
す
る
経
済
的
社
会
的
単
位
で
あ
り
、
そ
の
た
め
家
長
は
家
産
を
管
理
し
家
族
の
労
働
を
指
揮
し

家
業
を
経
営
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
役
割
を
果
す
た
め
に
家
の
存
続
が
意
味
を
持
ち
、
家
系
の
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
従
来

】 】

九
代
十
代

十
一
代
十
二
代
十
三
代
十
四
代

…
！
…
‐
－
…
岡
Ｉ
膿
！
と
礎
ｌ
…

六
代

久
次
郎

第
一
図
雷
久
丸
船
元
近
藤
家
・
東
洋
丸
船
元
北
原
家
系
職
略
図

い‘
応(

凸ｊｉ
郎郎作

「し可
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坐
家
系
は
血
縁
関
係
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
組
織
と
し
て
の
家
の
存
続
は
い
か
に
し
て
可
能
で
あ
っ
た
か
。
こ

こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
ふ
た
い
。
家
を
相
続
す
る
資
格
の
あ
る
血
縁
（
子
供
）
が
複
数
い
る
場
合
、
相
続
者
が
一
人
仁
し
ぼ
ら

れ
他
の
血
縁
（
相
続
者
の
兄
弟
）
が
分
家
と
し
て
相
続
者
と
の
間
に
格
差
を
つ
け
ら
れ
る
の
は
何
故
か
。
ま
た
相
続
者
（
実
子
）
が
存

在
す
る
の
に
他
か
ら
別
の
相
続
者
（
養
子
）
が
迎
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
何
故
か
。
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
家
は
家
業
を
営
む
経

済
的
単
位
だ
と
す
れ
ば
、
第
一
の
点
は
家
産
に
関
す
る
問
題
で
、
そ
の
家
の
経
済
基
盤
を
分
家
に
よ
る
均
分
化
で
分
散
す
る
こ
と
な

く
、
本
家
に
集
中
し
継
承
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
効
果
を
最
大
限
に
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
家
系
的
に

も
経
営
的
に
も
頂
点
に
立
つ
本
家
を
中
心
と
す
る
家
の
連
合
の
統
合
原
理
こ
そ
同
族
集
団
の
存
在
基
盤
な
の
で
あ
り
、
船
中
も
か
か
る

経
済
条
件
を
背
景
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

つ
ぎ
に
第
二
の
点
で
あ
る
が
、
血
縁
的
相
続
者
が
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
年
少
で
そ
の
任
務
を
十
分
に
果
せ
な
い
場
合
に
他
か
ら
養
子

が
迎
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
家
の
相
続
者
に
は
あ
る
資
格
条
件
が
必
要
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
家
の

相
続
が
個
人
の
問
題
す
な
わ
ち
血
縁
関
係
で
は
な
く
、
家
の
役
割
す
な
わ
ち
家
業
発
展
の
資
質
が
相
続
者
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
家
の
相
続
者
に
は
社
会
的
経
済
的
に
家
の
存
続
を
果
す
責
任
が
課
せ
ら
れ
、
こ
れ
が
欠
如
（
血
縁
相
続
人
の
杜
絶
あ
る
い

は
年
少
な
ど
の
た
め
の
資
質
不
備
）
し
た
場
合
は
、
家
の
存
続
の
危
機
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
生
産
性
が
低
く
労
働
市
場
が
狭

く
制
度
的
制
約
も
あ
っ
た
歴
史
時
代
に
お
い
て
は
、
家
が
受
け
た
経
済
的
危
機
は
家
族
に
と
っ
て
は
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
家
の
相
続
者
は
組
織
的
存
在
で
も
あ
っ
て
、
単
な
る
血
縁
的
存
在
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な
か
っ
た
。
家
は
個
人
を
基
礎
に
構

成
さ
れ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
を
越
え
た
組
織
と
し
て
存
在
し
た
。
家
産
も
家
業
も
家
に
所
属
し
、
家
は
生
活
の
た
め
の
組
織
で
あ
っ
た

か
ら
、
一
方
で
は
そ
の
条
件
さ
え
か
な
え
ば
血
縁
以
外
の
樹
成
員
を
含
む
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
久
次
郎
舟
（
窟
久
丸
）

船
中
の
船
元
近
藤
家
と
上
三
舟
（
東
洋
丸
）
船
中
の
船
元
北
原
家
の
例
を
み
る
と
（
第
一
図
）
、
近
藤
家
の
場
合
十
代
目
久
蔵
氏
と
十

二
代
目
久
一
郎
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
先
代
の
子
息
が
年
少
で
あ
っ
た
た
め
の
相
続
者
で
あ
り
、
北
原
家
の
場
合
十
代
目
吉
郎
右
衛
門
氏
と
十

一
代
目
九
左
衛
門
氏
は
先
代
に
血
縁
相
続
者
を
欠
い
た
た
め
に
他
家
か
ら
北
原
家
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
漁
村
に

お
け
る
家
お
よ
び
社
会
を
考
え
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
な
事
柄
を
示
唆
し
て
く
れ
る
が
、
今
後
な
お
検
討
を
続
け
た
い
。
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